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銷

十

茏

怨(
1

H

i
'c

m

n

つ
た
事
を
吿
白
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ6
資
本
及
び
土
®

の
私
有
は
册
年
前
^
殆
ん
ざ
同
樣
繁
昌
し
て
ゐる』

(Ibid 

P. 

2
43
)

事
は
彼
等
.も
肯
定
す
る
の
：で
あ
る
。
靳

か

る
F
asr
a
nの
#
な
仕
事
を
以
て『F

a
b
i
m

の
可
人

も

O
w
e
n

や

M
a
r
x

の
樣
な
新
ら
し
い
悤
想
の
偉
大

な
宣
傅
者
ど
肩
を
並I

V

欉

y
は

®

求
し
な
い
。
併
し

F
a
b
i
a
n

の

樣

に(

漸
次
社
會
主
義
に
向
ひ
つ
、
あ
る

)

時
代
精
#

：:
.推
移
を
■酒
解
す
る
事
も
必
要
.で
あ
る
ゴ』 

(Ibid. 

2
4
0
)

偖
て
以
上
の
如
く
騰
史
的
紀
述
べ
て
來
た
彼
等
の
漸 

.進
的
、
實
際
的
な
主
義
政^.
の
中
に
は」

面
も
の
弱
黯 

ど

な

り

、

又

新

興

の

理

想

家

G
s.
I
d socialiŝ

^
0 

か
に
誇
張
偏
頗
ど
思
へ
る
ま
で
の
非
雛
と
侮
藤
を
蒙
る 

所
が
あ
る
。
今
此
點
に
關:1
,
て
小
窥
敎
授
0
論
文
か
ら 

一
一
つ
の
引
用
を
請
ふ
て
此
稿
を
終
る
。

 

、

『F
a
b
i
a
n

社
會
主
義
は
極
樂
境
は
一
日
に
し
て
成
ら 

t

改
^
に
.は
«
肺

ミ
'&
年
月
.を
要
す
る
.：事
.
.を
if
t

い
.

ォ
^
中
心
と
，ノ
て
觊
ハ*
フ
5
.ヤ
>
社
會
主
義
51
'
動

第

十

號
. 

一2
ハ

i

丨I ■

!
S

J

た
。
忍
傭
を
說
ぐ
-«
と
現
狀
に
滿
足
す
る
事
ビ'は
同
'じ 

で
な
い
。
併
し
事
：實
上
忍
耐
を
！

i

く
者
は
屢
々
現
狀
に 

對
す
る「

神
聖
な
る
：不
苹」

を
®
れ
易
い
。
而
し
C
こ
、 

を
忘
れ
，た
瞬
間
R
緊
張
は
失
は
れ
て
是k
#
ふ
人
心
浮 

化
の
作
用
も
亦
停
止
す
る。

.̂
&
3
1
1社
會
主
義(Rev:- 

I

J
 

FossibHsm.

亦
然
&
}の
尨
險
は
此
點
に
存
し 

た
。』(

改
造
所
濰『

フ
工
ビ
ャ
ン
11
:
會
主
_
の
功
®』

。̂!
* 

七
頁)

『
F
a
b
i
a
n

一
 

派

ごGuild 

Socialist

ど
の
根
本 

的
相
違
は
：彼
は
人
間
を
信
じ
な
い
實
際
家
で
あ
る0

R 

對
し
て
之
は
人
を
信
す
る
理
想
家
ど
い
ふ
澌
に
歸
着
す 

る
。
實
際
家
の
目
か
ら
見
れ
ば
理
想
家
の
言
說
は
廷
澗 

で
且
つ
俗
に
：云.ふ
お
目
出
度
い
も
の
で
あ
る
だ
ら
ぅ
が 

理
想
家
の
目
炉
ら
見
れ
ば
實
際
家
の
見
解
は
低
調
で® 

惡
で
あ
る
に
違
い
な
い
。c
o
l.'
f
l
>を

初

め

？
D
3§ p

マ 

nty, 

R
l
e
l
l

等

の

書

を

饋

む

密

は

通

篇

到

處

k
理
想

家
の
俗
物
化
對
す
る
反
感
#
輕
侮
の
念
が
露
骨
に
現
は 

れ

.て

ゐ

る

の
を
看
過
し
な

‘

い
で

あ

ら

ぅ

。

彼

等

は

1

.派
の
耻
會
虫
義
者
が
日
常
生
活
の
必
要
の
み
に 

重
を
置
い
て
人
間
の
憧
憬
、
熱
情
、
理
想
等
を
解
す
る 

事
が
出
來
な
い
の
を
陋
ビ
し
て_
棄
す
る
の
で
め
る
。 

而
し
て
英
告
利
從
來
の
社
會
主
義
者
が
他
比
如
何
な
る 

功
績
あ
る
に
も
せ
ょ
兎
に
角
此
批
評
を
辭
す
る
鄯
を
得 

な
い
の
は
恐
ら
く
識
者
の

|

般
に
認
め
て
ゐ
る
所
だ
ミ 

思
ふ
。

』
C

苒

論Guild 

Socialism 

(

一
一)

九
十
八
貝)

. 

8
 

. 

直

接

S
h
a
w

 

.の
'思

想

に

多

く

觸

れ

る

余

裕

が

な

く

表

越 

に

相

璐

し

か

ら

S

も

のW

な
y

乏

し

わ

がSh
a
w
.

自

身 

の

社

會

思

想|:
就

て

は

別

！
4
述
べ
て
，み
れ
い
と
思
ひ
ま

r̂9
 
o
 
\
 

;.

(

附
記
.

十

九

世

紀

初

期

に

於

げ

る
 

英
國
都
市
生
活
の

1 .

面(

三
、完) 

奧

井

復

太

M

十

笫
十
芄
猞

(
1

•三
六
七)

雜

錄

前
號
に
於
.て
.は
エ
.
ン
ゲ
广
ス
の
蓊
書
に
基
い
て
製
费 

H

業
を
中
心
ざ
し
て
形
成
さ
れ
た
都
市
に
生
活
す
る
勞 

働
者
の
住
居
を
主
に
紹
介
し
て
置
い■た
。

エ
ン
グ
ル
ス 

.は
續
い
て
勞
働
者
の
衣
服
や
食
.物
が
想
像
を
越
え
て
粗 

惡
な
の
を
簡
-«
に
說
明
し
^,
ゐ
る
,
.小
*
商
人
の
狡
 ̂

が

X
場
勞
働
に
依
つ
て
摊
取
せ.ら
れ
た
勞
働
者
の
»

# 

•!
*
-更
に
掠
奪
し
や
ぅ
S
し
て
居
る
。
商
業
_組
織
の
缺
陷 

は
、
人
口
の
稠
密
な
都
市
に
於
て
充
分
^
硏
究
せ
ら
る 

る
。
消
費
組
合
の
運
動
な
ぞ
も
此
の
方if
.に
於
て
起
っ 

■て
來
'る
樣
{?
、
都
市
に
於
け
る
衣
食
の
問
題
も
決
し
て 

缭
閑
に
：附
ず
可
き
も
の
で
は
な

S

が
此
處
に
は.H

ン
ゲ 

ル
ス
に
倣
つ
て
是
ル
以
上
言
及
す
る.事
を
や
め
る
。
商 

業
組
織
：の.缺

：
陥

の

考

察

に

就

，て

ゆ

他

に

ょ

レ

ょ

き

機

# 

.か

見

出3
れ

る
If
あ
.ら

ぅ

。
へ
. 

'

.

エ
ン
ゲ
.ル
-ス
は
、

『

千
八
齊
1
1
.十
西
年
に
於
け
：る
英
國. 

勞
働
階
級
の
狀
態』

の
.

I

窠H
i
e

 

Great T
o

i

に
續 

,

づ
く 一

一
章
.

Competition, 

Irish Immigration;

の
後
^

十
九
世
紀

0
初
期|:
於
け
る
英
國
都
市
生
栝

0
1
面
”

第
十
號

 

一
◦
七



羊

五

卷

(

一三.六八

‘

>

 

雜
錄
十
九
世
紀
の
初
期
：

H

於
け
る
英
阈
都
市
生
活
の

f
g

 

第

十

琥
ノー

 

〇
八

R
e
s
u
l
t
s

の
一
章
を
設
け
て
、

_

■—
-
-
*
段

勞

働

者

の

.生

活

狀
 

態
が
及
ぼ
す
影
響
を
纏
め
て
擧
げ
てゐ
る
へr

競
#」

の 

.
寒

は

勿

論

企

業

家

や

"

勞

働

巷

相

互

間

の

競

爭

に

就

て
 

記
述
し
た
も
の
で
ぁ
办「
愛
蘭
移
民」

^
章
は
愛
蘭
か
ら 

の

移

民

が

如
！！
：

な

る

影

響

を

英

蘭

本

^
の

勞

働

者

に

.
及 

ぼ
I
,た
か
を
說
明
し
て
.居
る
。.前
に
述
べ
.だ
、
勞
働
者
街 

の
襄
路
に
豚
を
飼
育
す
る
事
は
愛
藤
人
の
始
め
た
事
で 

ぁ
6
英

蘭

勞

獨

者

へ

か

愛

蘭

移

民

の

競

爭

に

依

つ

.て

蒙

た 

打

擊

等

は

此
0

短
い
章̂

依
つ
て
明
か
に
す
る
報
を得 

:
る
。
此
處
で
は
其
の
次
の
章
の

「

結
果」

を
主
ど
し
て
、

| 

吏
に
前
號
^
も
述
べ
て
.お
ぬ
^

H
a
m
m
o
n
d

氏
0「

都 

市
勞
働
者」

：の
.一
章
~1
新
し
き
都
市」

を
併
せ
て
都
市
生 

活
に
關
す
る
此
0
稿
を
終
办
ねS)

ど
思
ふ
。

，
；
：
ノ
 

ノ
 

.
:
最

も

緊

要

な

る

生

®'
資

料

の

供

給

に

充

分

で

な

.い

狀 

:
態
{<
:

ぁ

る

階

級

の

人

々

が

健

康

で

な

ィ

且

つ

長

命

で

な
 

い
.の

は

自

明

の
.
'事
柄
で
ぁ
る
ビ
.エ
ン
ゲ
ル
ス
は
云
ふV
 

杓
^
^
市̂
於
人
过
^
集
中
才
‘る

事
--
0

0
:̂
-
;不
利
.；の
：影
響

を

及

：ぼ

す

も

の

で

，あ

る

：
、

;»
敦
布
の
空
氣
.
«
:田

舍

の

.
大 

.氣
P
比
し
で
同
ね
樣
^
純
淸
^
あ
ぅ
酸
素
七
當
む
も
‘の 

で
は
あ
'
6
得
な
い
、.11

百
五
十
萬
對
.の
肺
臟
ビ
ニ
十
五 

萬
個
の
火
がU

!

哩
か
ら
四
哩
四
方
位
の
地
域
に
密
集
し 

て
酸
素
の
莫
大
な
量
を
消
費
す
る，を
の
0
0
a
$ 

建
築
の
方
法
自
體
が
空
氣
の
流
瓶
を
妨
げ
る
が
爲
め,{
: 

之
れ
を
再
び
滿
た
す
に
は
非
常
の
困
雛
を
伴
ふ
、
呼
吸 

ご
火
の
1

か
ら
生
す
る
炭
酸
S
斯
は
其
の
比
©
に
依 

つ
て
街
路
に
停
滯
し
主
な
る
空
氣
の
流
通
は
都
會
の
屋 

根
の
上
を
過
ぎ
て
し
ま
ふ
。
從
つ
て
住
民
の
肺
臓
は
適 

當
の
酸
素
め
吸
入
を
得
る
事
が
出
來
な'い
で
其
の
M

M 

は
肉
體
的
、精
#

的

置w

生
活
方
の
沈
滞
で
'あ
る
"
此 

の
理
由
に
依
つ
て
都
曾
の
住
民
は
自*
な

M
當
な
大
氣 

の
中
に
住
む
田
舍
の
人
民̂

比
し
て
急
性
、
殊
R
炎
笳 

性
の
疾
患
に
に
犯
3
れ
る
事
は
少
な
く
e
も
慢
性
の
瘐

患
に
依
つ
て
惱
ま
さ
れ
る
所
は
遙
が
に
多
い0

』
(

エ
ン

ダ

：

ス
：
前

揭

書

九

：六

：

頁
}::,
,

.
、

.
:*

M
k
都
市
©
發
展
が
多
ぐ
の
人
々
か
ら

「

自
然」

殊
に 

田
園
的
生
活
を
奪
つ
た
事
は
著
し
く
嗟
嘆
せ
ら
れ
る
所 

で
あ
る
。

エ
ン
ゲ
ル
ス
も
其
の
，書
に
於
て
產
業
都
市
の 

筒
圍
に
於
け
る
自
然
の
美
し
い
景
色
を
描
寫
し
て
都
市 

內
部
の
醜
惡
な
光
景
に
對
照
さ
せ
て
ゐ
る
。

(

三
^.
、
西 

:
1、
叫
四
頁
參
照)

>s
A
モ
シ
ド
氏
は
^
ふ

『

以
前
英
吉 

利
©

町
に
住
ん

で
居
た
人
々
は
•ヒ
サ
や
グH 

ロ
ナ
に
主

大

急

ぎ

：
で

產

業

地

_
,の

上

の

綠

の

空

地

を

.眞

黑

に

塗

.つ 

て
行
く
^
の
で
あ
る
。

ilie trees 

are 

dusty 

In the 

Park,

T
h
e

 

grass 

is 

ぼ

ゐ.' 

and: b
r
o
w
n
;

I
-t
f
.
^
a
d 

P
v
e

 

got 

a 

N
o
a
h
w

如 rk.

But: 

P
m

 sorry p
m

B'town. 

此
詩
は
單
に
小
供
丈
.0
感
情
ビ
し
て
眺
.め

る

事

は

-
出

.

. 

ニ 

J 

5 

i 

/ 

/
X 

c
.
. 

±

z
で
る
人
々
を
同
じ
様
に.廣
々
し
た
田
園
か
ら
そ
ぅ
隔
來
な
い
。
中
世
紀
的
な
田
園
，生
活
を
蔚
む
事
は
全

^N

■

(

一
 

v

u
 

^
1
 ̂

^

,

0
c
 

o
 

jJllI. 

x
l
y 

^

1

,

で
*
, 

f

k
L
. 

f

a 

i — 

■ 

- 

一
 

a

 

.

た
つ
て
は
ゐ
な
か
つ
た
。
彼
等
の
都
市
生
活
は
.果
樹
園 

や
菜
園
で
緣
取
ち
れ
て
ゐ
た

：。

然
る
に
產
業
革
命
が
發 

:f
f
i
tて
來
て
か
ら
マ
ン
チ
ナ
ス
タ
ァ
の
樣
な
大
挪
市
が 

.形

成

さ

れ

て

來

て

其

處

で

，は

^
働
者
は
彼
等
の
H
々
の 

.生
活
を
包
む
煙
^
湾

繁

'it
い

綱

か& 

■

出

る

.事

の 

益
.々

*

事

で

あ
る

學
R
氣
が
着
い
た
.:0
然
も
都
市
が
彭 

，脹

す

.る
^
連
れ
て
其
の
境
界
內
に
あ
る
共
同
地
の
空
地 

は
漸
次
價
値
を
增
し
て
來
て
權*
階
級
の
手
に
占
有 ̂

れ
て
し
ま
ふ』

ど
、(r

都
市
勞
働
者
^
四
四
頁)

文
明
は

可
能
で
あ
ら
ぅ
が
人
々
が1
自
然」

の
風
.物
ょ
6
得
る
贫 

樂
を
尊
重
す
名
都
市
改
良
の
可
能
性
は
皆
無
せ
は
云八
 

ま

い

力

、
然

し

吾

人

.が

都

市

に

於

け

る

勢

働

者

術

區

の

半
 

景
仗
就
て
考
へ
る
時
は
、
問M
は
自
然
の
風
物
の
享-
■
 

f1.K

つ
た
樣
な
貴
族
的
な
關
係
を
全
然
離
れ
る
。
勞■ 

者
に
取
て
は
.彼
等
の
都
市
生
活
は
現
社
會
龃
織
の
下
じ 

於
て
は
止
む
を
得
ざ
る
方
向
で
あ
るe
共
に
か
、
る
 ̂

活
は
彼
等
の
生
命
{(
:
脅
威
を
及
す
所
の
も
ので
あ
るo 

H

ン
ゲ

ル

ス
，.の
.言
_
を

偕

用
:^
れ

ばr

大
都
市
に
於
け

牢

五

卷

(

1
H六
九)

雜

錄

' 

十
九
世
紺
0
初
期
.

ii ：

於
け
る
英
國
都
市
生
活
の

一

面

羊

號

1
〇
九



第
十
芄
怨
.

2
三
七
〇)

.

雜
錄
十
九
世
紺
の
初
期
に
於
け
る
英
阀
都
市
生
活
の
一
而

る
生
活
が
上
述
の
如
ぐ
健
康
に
，有
害
で
あ
る
ど
し
た
な 

'

ら
"：
旣
に
觀
察
し
て
來
介
樣;{
:
凡
て
の
も
の
が
4
致
し 

丨
て
空
氣
を
濁
ら
し
て
居
る
勞
働
者
の
住
宅
地
に
於
け
る 

不
純
:0
空
氣
の
有
害
な
石
影
響
が
如
何
に
大
^
あ
ら
ね 

ば
'*
&

$」

か
.は
'明
瞭
で
あ
名
。
惡
臭
に
充
ち
た
腐
肉 

:

や
野
：菜
の
散
亂
し
た
路
ゃ
、?5
.濁
し
介
溝
や
水
溜
、
そ
れ 

::
.;
か
6
發
す
る
有
赛
の
瓦
斯
や
ニ
杯
に
汚
物
を
浮
べ
れ
流 

,

.
れ
か
ら
昇
る
惡
臭
は「

道
を
挾
ん
で
往
來
の
人
の
.頭
の 

i

上
で
向
ふ
前
の
家
の11

階
の
人
達
が
握
手
ず
る
學
の
出 

來
る」

樣
な
勞
働
者
の
町
の
全
部
を
覆.ふ
て
.ゐ
る
、
更
 ̂

各
家
の
§

で
は
呼
吸
の
窒
ま
る
程
に
大
勢
の
人
々
が 

.1

つ
の
小
さ
な
部
屋
纪
集
つ
て
ゐ
る
。
地
卞
室
を
住
家 

50

す
る
も
の
さ
へ
'*
る
り
エ
ン
ゲ
ル
ス
は.『

茬
し
大
都
、

の
’狭
少
の
地
域
に
押
し
込
奶
ら
れ
た
彼
藥
こ
そ
將
に
然 

る
可
き
も
の
で
あ
ら
うj 

S
。(

土
ン
ゲ
ル
ス
、
.九
七
興 

參
照
>
:斯
の
如
<
-
て̂
：；肺
'8
ゃ
窒
抉
斯
邦
1*
铃
傳
染
炳

第

十

親

I 

I 

o 

にW

つ
て
最
も
適
む
た
條
件
が
與
へ‘ら
れ

て
ゐ
る
？

^
 

ン

ゲ

ル

ス

，
は

千

八

百

：
四
十
一

.
1年
の
恐
慌
の
後
，̂
起
つ
た 

窒
扶
斯
の
恐
る
可
き
猖
獗
に
就
て.罹g

漭
€
死
亡
者
？ 

の
比
較
を
し
て
ゐ
名
が
备
れに
ょ
る
と
グ
ラ
ス
ゴ

ー

こ 

於
て
は
千
八
西
四
十
运
年
人
ロ
办
士
 I

パ
ー
セ
.

ン
ト
： ̂

獨

病

ム

三

萬

一

ー

千

人

中

1
1
1士
一
パ
I

セ
ン

ト
は
死
£
し 

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ア
、
タ
パ
ア
ブ
ー
ル
に
於
け
る
此
の
死 

亡
率
は
八
十
.パ
ー
セ
ン

ト
を
起
え
て
ゐ
る
。
が
そ
れ
で 

.

も
前
紀
述
べ
た#

な
勞
働
者
の
.

生
活
狀
態
ゃ
、
か
ゝ
る 

傅
染
病
流
行
の
時
^
傅
染
病
患
者
ビ
健
康
體
の
者
が
同 

f
の
部
屋
や
同
二
の
寢
麻
に
臥
媵
し
て
ゐ
る
事
情
を
想 

像
す
る
時
は「

此
の
熱
病
の
様
な
傅
染
性
疾
病
が
も
つ 

と
廣
く
蔓
延
し
な
か
つ
た
の
が
不
思
議
な
位
で
ぁ
るO

」

 

「

又
醫
.
藥

の

手

當

や

激

防

の

知

識

.
の

缺

け

て

居

る

割

合 

に
は
死
亡
率
は
實
際
少
な
い
樣
に
姐
は
れ
る

」
(

ユ
ン
ゲ 

ル
ス
.一

〇

1
頁
參
.照)
更
に
粗
惡
な
食
物
か
ら
來
る
疾

病

決
し
て
少
な

の」

^

る

食

物

や

消

化

の

惡

い

食

料

は

勢

働

者

が

其

の

子 

供

0

酒

精

や

阿

片

を

與

へ

：
る

風

習

S
共
に
：勞

働

者

：及

び

.

:

其
の
子
供
の
身
體
を
害
ね
て
ゐ
る。scrofula 

f
M病
或 

は
：

瘰
癧

)
.(

英
阈
病
或
は
狗
僂

病)

：
や
其
他

の

'
、 

猗
形
■
は
此
の
方
面
の
.結
果
ど
.し
て
著
し
い
名
の
で
あ

る
、

(

チ
ン
ゲ
ル
ス
 

I
-o
J

l

i

s

:

'

、
|

『

凡
て
是
等
の
勢
カ
の
結
果
は
勞
働
階
級
に
於
て
體 

機

が一

殷
に
脆
弱
に
な
る
'事
で
あ
.る
。
：
：
：
彼

等

は
. 

殆

ど
ル
べ
て
弱
♦
し
ぐ
骨
立
つ
た
體
格
は
し
て居

て

もj 

決

し

て强
健
な
そ
れ
で
は
な̂

、

寧

ろ

彎

曲

し

て
色
は 

靑
ざ
‘め
、
⑽
ぬ
は
弛
む
.でゐ

て

たk
彼
等
が
仕
事
に
使 

つ
そ
ゐ
る
筋
肉
丈
が
例
外
に
發
達
し
て
ゐ
る
。
又
大tej 

揹
化
：不
良
に
苦
し
みそ
，の
^

果
多
少
共
®

■
症
性

な
^

I. 

々
た
る
ビ
共
代
激
し
易
い
»

經
狀
態
に
惱
む
者
で
あ 

る
;0
彼

等

の

衰

弱-^
た
身
體
は
疾
病
に
抵
抗
し
得
中
し.

, 

て
*
々
其
の
犯
す
所
^
な
り
爲
め
R
若
ズ
し
て
年
^
ひ 

早
ズ
し
て
死
亡
す
る
の.で
あ
る
：。

』

£
.〇
五
頁)

H

ン
ゲ

I

I
 

(

5

七
ニ)

，雜
.

0

十
九
I

I
期
に

ル
‘ヌ
は
此
0
點

に
'關
し

：て
：は

死

：

1

計

は

疑

問

の

餘

地
 

の
な
い
確
®
を
與
ふ
る
も
の
ビ
な
し
てRegistevGe

丨 

neral 

G
r
a
h
a
m

 

の

報

吿
{
a
fs*An

n
u
a
l

 

R
e
p
o
r
t

 

of 

the 

Reg. 

Gen. 

of Births, D
e
aths'and n

e
s

。

 

に
就
て
數
字
を
擊
げ
て
ゐ
る
。
之
れ
に
ょ
る
と
英
蘭
或 

爾
斯
の
年
冷

の
死
亡
率
は
^

パ
ー
セン
ト

翻

で

每

年

四
 

十
五
人
に
就
て1

人
死
ぬ
數
ビ
な
る
。
然
る
に
此
の
死 

C
率
を
大
都
市
の
其
れ
に
比
較
し-て
見
る
ビ
#
胄
の
差 

異
を
示
す
事
ビ
な
る
。

エ
ン
ダ
ル
ス
が
擧
げ
た
數
字
を 

簡
單
'に
示
せ
ば(Manchester 

G
u
a
r
d
l
.
s
,

所%
V
U
I
y

3
S
, 

1
00
4
4

)

M
a
n
c
h
e
s
t
e
A
i
n
d
u
d
i
n
g

o
tr
o
&§
^
.3
p
^
d
a

)

.

one 

in 

3
2
*

<r
2

一一.(excluding 9
0
£ton 

&

 Salford)

_

,

••one in 

3
0.vr
5

Liverpool 

(including 

W
e
s
t

 

D
e
r
b
y
)

 
•…

：

:

、
/ // 

3
1
.

vo
o

ー
於
け
る
英
國
都

'>
#
生
活
の
ニ

.面

_ .

第

十

解

.
ニ

'1



.第

十

五

卷

(

一
3
セ
5

0

錄

十

九

他

紺

の

初

期

1-
於
け
み
：英

國

都

市

桊

0'j.

面

第
十
號

,

(excluding W
e
s
t

 D
e
r
b

3'- 
.
. 

i

:

ss
ゴ 

2

P 9
0

Ghesllir

n)*
,

 

Lancashire, 
Y
o
r
k
s
H
r

o'
の

隊

时

や

^

市

を 

包
含
し
た
牟
均
呔
三
九#
八
0 '
-
<
^
對

じ

て

一

人

の

死
 

CS
割
合
，で
あ
る蘇

格
蘭
に
於
て
は
S
に

*
の
割
合
が
*
.

Kainburgh 

•
•
,'
.,
.. 

one 
in 

29 (

Joo
w
g
^
o

) 

一
一(in the 

O
l
d

 

T
o
w
n

 

alohe)
：

一
一
一
一 

2
2 

(1831) 
G
l
a
s
g
o
w

 

「average since, 

1
8
3
0】

.
‘
：

，」

3
a

=5
»

: (in single 

year)

一一
 

々
 

2
2

 to 

2
4 

_‘al
に
興
味
あ
る
統
訐
は
、

h

ン
ゲ
ル
ス
が
マ
.ン
チ
ェ
ス
タ 

ァ
の
®
師

Dr. 

p. 

H
*
H
011a

n
d

氏
の
調
森
を
揭
げ
た 

.も

.の

.で
次
に
苒
錄
し
て
置
く
。
ホI

フ

シ

ド

氏

，
は

街

衢

や
家
崖
を
三
等
級
に
分
け
て
其
れ
に
依
つ
で
死
£:

率
め

..
差

異

を

示.d

 ゐ

冬
o
.';
'
*
'
v つ

:

:; 
.—

l

r
 

.

Mortality one in 

ff 

s

は 治 ^ 客 公 二

First 

class 

of streets.

H
o
u
s
e
s

 

I. 

class.

一一
 

JL 

句 

功

臼

.

ミ

Second 

class or Streets.

H
o
u
s
e
s

 

i.class.

,

、、

n
.

、、

、、

日
,-

一一
 

Third 

class 

of streets.

H
o
u
s
e
s

 

I. 

class. 

W
a
n
t
i
n
g

 

丨

丨
 

、、

I
L

 

class、 

Mortality 

、
、

 

35

一一
 

nl. 

一

f

-=
3

25

觅
に 

T
h
e

 
R
e
p
o
r
t

 

on 

the 

Sanltarv 

Condition 

'of: the 

w
o
r
k
i
n
g
o
i
a
s
s

も

同

_

の

學

賞

を

示

し

て

ゐ 

る
9
千

八

吞

四

十

年

ジ

パ

ナ
プ
ー

ル

に

於

て

|«
^

さ
れ 

た

職

業

又

は

社

會

的

地

位

別

杧

依

_る

牛

杓

死

&

年
齡
は

|

^
i
l
i
l

上
流
階
級
や
自
由
職
業
者
に
あ
つ
て
は
三
十
五
歲bu_ 

sfness 

I

や
裕
か
な
る
手
工
業
者
に
あ
つ
て
は
ニ
十

ニ
歲
X
場
勞
働
者
働
者
や
：日
稼
人
足
等
一
般
に
動
勞
階 

級(serviceable 

class) 
K
あ
つ
て
は
_

か
に
十
五
歲
の

平
均
年
齡
を
保
つ
.。(

以
上
:-
シ

ゲ
^
‘ス.1

〇
五
丨
七
頁 

參
.照)

' 是
等
の
統
針
數
茫
の
疋
確̂

就
て
は
他
の
方
|® 

を
考
察
し
た
上
で
な
けれ
ば

明
か
で
な
い
が

最
後
の
平 

均
死
亡
年
齡
が
勞
働
者
階
級
に
於
て

非
常
に
短

か
い
事 

は
他
の
事
實
に
依

つ
て
推
现
す
る
事
を
#
る。
印

工
ン 

,ゲ
ル
ス
が
云
ふ
如
く
勞
働
者
化
あ

っ
て
は
幼

兒
の
死
£ 

數
の
夥
し
い
事
に
依
つ
て
彼
等
の.死
亡
率
が
，高
率
を
示 

し
て

ゐ
る
の
で
あ
る
。

マ
ン
チ>T

ス
タ
ァ
に
於
て
は

勞 

:働
者
階
級
の
小
兒
の
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
强
は
五
歲
以
前 

に
死
亡
し
て
し
ま
ふ
に
對
し
て
上
流
中
流
階
級
の
小
兒 

に
就
て
は
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
。
地
方
に
於
け

る
全
：階
級 

の
小
兒
に
就
て
は
其

の
兰
十
パ
ー
セ
ン
ト
が
五
歲
以
下 

で
死
亡
す
る
V H

ン
グ
'ル
ス
は
D
p w

a
&

が
*
八
白 

縛

十

五

卷

ニ
.三
七
3)

. 

.錄

.

十

九

：世
紀
：の

1
1

H

+

1!

年

の 

p
a
r
l
i
a
m
e

-^a
r
y

 

F
a
c
t
o
r
i
e
w
G
o
m
m
i
s
s
l
o
a

 

の

報

吿

か

ら

用

し

た(

o
r
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W
a
d
e
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- History 

of 

the 

Middle 

a
n
d

 working-ciassess L,ondon, 

100
01
,

%

3

死

亡一

萬
人
の
年
齡
^
依
る
死
£
統
針
が
土 

|

地
化
依
つ
て
變
化
す
る
の
を
揭
げ
て
ゐ
る' (

エ
シ
ゲ
ル 
| 

メ
—
Q

A頁
參
讲
^
勞
働
卷
階
紙
に
於
け
る
小
兒
の
死 

C
が
*.
多
な
の
は
マ
ル
ク
ス
の
資
本
論
の
中
に
も
數
字 

を
.示
し
て
あ
る
。
そ
し
て
彼
は
小
兒
の
死
亡
の
原
因
を 

|

女
親
が
遠
く
家
を
離
れ
て
雇
曹
せ
ら
れ
家
に
殘
つ
た
小 

兒

:.
1
:樹
す
る
注
意
の
缺
除
や
又
.不
完
全
な
る
營
狻
不
適 

.當
な
る
食
物
及
び
親
の
小a
,
R»
す
る
疎
隔
故
意
の
放 

擲
等
に
歸
し
て
ゐ
る
。

(

資
本
論
英
»
本

艰一

卷
四
，三
四 

j

丨
五
頁)

H

ン
グ
ル
ス
は
多
<
の
小
兒
が
墜
落
や
溺
水 

や
火
傷
紀
依
つ
て
死
巴
す
る
事
の
英
吉
利
の
大
都
市
ょ 

h
•多
數
な
の
.は
.外
に
見
な
い
ど
し
て
千
.八
西
四
十
四
年 

十
ニ
月
十
五
日
のWe

e
k
l
y

 .Despatch(

マ
ン
チ
エ
ス
タ 

ァ)

.
が
同
：月
VJ 

0
か
名
%
0
に
a
つ
て
火
傷
や
®
傷
® 

?

に
於
け
る
英
換
都
市
生
活
の

】

面

-S
ナ
號 

一
i



第

十

五

卷(
一

三
七
四)

雜

錄
十
九
世
紀
の
於
け
る
英
國
都
市
生
活
の

一

面 

第

十

號

ニ

四

塞

甚

く

小

兒

の

死

亡

六

件

を

報

じ

て

い

て

苦

し

い

經

驗

を

經

て

來

た

從

つ

て

困

窮

し

て

ゐ

る

他

の

ゐ
る
P

2
ン
ゲ
外
ス
1
0
九
貝) 

人
々
汶
對
し
て
同
情
を
感
じ
ぅ
る
。
是
等
か
ら
し
て
彼

.

エ
ン
グ
ル
ス
は
轉
じ

て
！！

神
的
方
面
に
於
け
る
勞
働
等
は
財
淹
隙

»
に
比
：べ
て
近
繁
易
く
親
し
み
多
く
又

瘩
の
不
健
康
ゼ
說
げ
わ
て
ゐ'る
が
兹
に
は
其
れ
を
割
愛
金
ド
對
し
て
は
非
常̂
大

な

る

必

^

を

感

じ

て

ゐ

る

け

::
:
す
る
，
和
人
も
以
上
述
べ
で
來
た
樣
な
生
活
が
決
し
て
れ
共

b
o
u
r
g
e
o
i
s

程
に
强
愁
で
は
な
い
。
彼
等
に
ミ
つ

,美
く
し
レ
精
如
的
結
果
を
生
む
も
の
で
な
い
事
を
承
知
一
て
.金
は
其
が
購
買
し
得
る
物
の價

値

丈

を

有

す

る

に

し
て
ゐ
る
で
あ
ら
ぅ
パ
然
⑴
其
れ
に&
拘

ち

す

次

の

樣b
o
u
r
g
e
o
i
s

k

w
つ
て
は「

個
の
特
別
な
固
有
な
憤M

•
な
事
が
3
は
れ
て
ゐ
る
の
は
.

一:

應
注
意
し
て
あ
く
必
要
偶
像
猶
價
値
を
持
つ
て
ゐ
る
從
づ
て
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
を
し

.
が
ぁ
る
。

『

貧
民
は
富
者
が
。
贫
民
れ
與
へ
る
ょ
り
、
ょ̂T|

て
猶
が
有
る
が
儘
の
単
賤
な
低
級
の

多

く

を

他

の

者

化

與

へ

る

』

ヒ
。

(

s
o
n th

?

 Present j

に

陷

し

て

し

ま

つ

た

』
(

エ
ン
、
ゲ

ル

ス
Z

ー
四
丨
五

^)

condition 

o
f 

the L
a
l
n
’
p
o
o
r

 in <M
s
c
h
l
,
r
:
l
.

勞
働
者
の
法
律
的
？

道
德
的
惡
に
就
て
は
エ
ン
ゲ
ル

.e
t
c
.

 

B
y

 

R
d

;

 

p
a

r
k

i
§

n
,

 

C
a

n
o

n

戈

M
a

n
-

 

|

ス
は一

ニ
八
頁

か

ち
1
三

髪

に

亘

？

鄯
い
て
ゐ
る

.

0

^

1
 

u
 

i

o

p

^
 

f

n

^

l

i

.
 

|

が
其
れ
に
言
及
す
る
事
な
く
し
て
此
稿
を
終
る
。

:
ぎ

^
1尨
；

エ
ン
'
ゲ
ル

 

' ス
引
用
ニ 

|五
®) 

! 

ト
-

i

i

 ,

以
上
，述
べ
て
來
1

4

九
世
紀
初
期
の
都
市
は
殊 

か)

に
人
情
深
ぃ
。
:

:
貧
民
の
維
持
に
就
3

勞

働

者

に

製

造H.

業
を
中
心
I

•
る
檨
S

つ
て
か
ら
其
の
光 

に
积
て
大
部
分
が
潙
さ
れ
る
。
、-
:

:彼
等
は
‘自

か

ら

廣

は

誠

に
I

其
の
i
の
で
ゐ
つ
，た
，

A
n

 

r

l

n

o

f

8
y

.

1
^

n
o the Industrial 

s
a 

50cial 

History 

o
£

wnsiand 

:
の
著
者
0
^
. 

R

0
1
1
€
3
^
7

は
其
の
戴
:0
ー
ー
|||八
頁
で 

.次
の
#
に
云
つ
て
居
る」『

製
造
業
都
市
の
，急
激
な
發
達 

は
殊
に
北
部
^
於
て
は
⑽
方
の
各
部
に
散
在
し
て
ゐ
た 

人
口
を
都
市
の
狹
隘
な
地
域
の
中
に
追
び
や
つ
，て
玆
に 

給
水
、
排
水
及
び
新
鮮
：な
空
，氣
に
關
す
る.奮
來
の
設
li 

，
を一

般

的

に

破

壤

^

又

地

代

の

價

を

騰

貴

せ

し

め

た

の
 

で
，
勢

ひ

狹

い
.部

崖

に

群

，居

す

る

の

止

む

な

.き

.に

.到
ら
し
.
 

「

め
た
'9
:十
九
惦
紀
の
初
期
に
於
け
る.エ
磁
都
市
は
^

«: 

前
や
現
«-
0
,狀
態
に
.均

し

く

比

較

し

て

.
著

し

く

不

潔

で

:

ぁ

.
り

群

居

雜

畓

し

て

ぁ

b
風

俗

の

類i
し
.て

居

る.所

で

，

"

あ
つ
た
。』

：

.

•

:

'

'

「

.
十
八
^

^
後
半
か
ら
十
九
世
紀
前
半{<
:
か
け
て
_
に 

其
れ
は
.

「

發

明

,0
時
代」

で
あ
つ
た
。
ハ
ム
モ
ン
ドK
は 

へ

『

此
の
，時
代
の
*|
]

造

的

組

織

的

熱

：望

：や

精

神

は

：
恰

«>
.
皆 

.
新
U
い
：產

業

を

生

み

出

し

た

機

械

の

製

作

や

水

火

の

征
 

麟

と

云

ふ

方

面

に

向

o

て

し

ま

c
v
r?
か

§1B
が
*'
-

る
；
。

人
々
はH

場

を
建
設
す
る

事

，
R

全
く
身

心

を

籤

は

れ

て
 

.ゐ

.た
爲
め
に
都
市
は
ひ
^
^
で
爲
る

ま

、
に
殘
さ
れ

た
。』(「

都
市
勞
働
者」

四
四
頁)

從
つ
て
彼
が
云
ふ
樣
な 

都
市
精
神
は
何
處
を
眺
め
て
，
も
之
れ
を

見

出

し
I

得
な 

い
;0H

a
m
m
o
n
d

氏
は『

歴
史
に
於
て
都
市
及
び
都
市
生 
.

活
k

®
び
着
：̂

れ
て
ゐる
主
要
な
る
觀
念
はShelter 

の
觀
念
で
あ
る
。
最
初
は
人
類
に
對
す
る
质
始
的
危
雛 

で
あ
.る
1

、
野
獸
、
外
敵
及
：び
椋
奪1

族
等
の
危
_ 

ょ
^
保
護
す
る
も
の
で
*
る

。

』

然

し

人

類

文

明

の

進

.步 

ビ
.共
に
：都
市
は
堪
^
生
命
の
保
安
所
で
あ
る
に
止
ま
ら 

ず

し

：
で
ょ
き
生
命
の
保
謙
所
ミ

な

つ

た

.
。

『

即

ち

职

に

货
 

.

女
.

の
食
物
や
家
庭
を
保
護
し助
成
す
る
に

止

あ

ら

ず

」

し 

て
光
明
せ
知
識
、
_
結
•と
經
驗
か
ら
生
す
る
仁
愛
迖
文 

化
自
由
.ヒ
1
.1
£
義

の

觀

念

、
發

展

.
と

自

己

表

現

に

對

す
る 

希
望
等
を
育
ぐ
む
所
な

^

^
都
市
ほ
：斯
ぐ
し
て
人
類 

の
力
、
-
創
意
性
、
氣
カ
ヽ
同
情
及
び
慾
：

Q
i
Q
a

類
ゃ
性
質 

を
表
徵
す
'る
#
に
な
：つ
た
0
3
: \

ム
：
モ
ン
.
ト

连

ニ

七

惑

:笫

十

五

翁(

}
.三
七
五

)

;'
，
雜

.

錄

f
九
世
紀
の■

!.
;
*於
け
：ん
英
國
都
市
生
活
の

V

而

第
十
號

1 

i



笫

十

五

镏(

5

七
六)

；

雜

錄十九供語初期に

‘於
け

る

英

國

_

市

生

活

の

一

面

第
卞
號

靖

に

赛

市

精

取
«
生

れ

、
て

來
^
、
.鄴
市
は
市
，：民0
本

能

要

ミ

せ

ら

，る

、
丈

.で
彼
等
は
：此
の
市
彼
の
都
市0
市
民 

«
味
信
仰
を
表
現
し
^
育
す
る
生
^
/2
1
^
0
1
^
%
ででなくて此の主人彼

0
主
人
の
便
用
人
に
過
ぎ
な
か 

ぁ
6
廣
く
且
つ
美
し
く
猶
き
出
这
れ.た
市
民
の
_

結
せ 

'つ
^

:

:

』
(

闾
上
四
〇
肩)

：.是
等
の
都
市
^
於

て「

自 

る
誇
で
ぁ
つ
U
O
所
が
近
代
.の
產
業
都
市
は
.&'
く
其
れ
..

然」

が

全

ぐ

失

は

れ

：
た

.の

.は
旣
.に
說
い
た
o 

.ハ
A
モ
ン

羞

を

異

£

た
。
：新
上
ぃ
'都
.
|
£
:
の

中
>

§
|
:つ

森

一
、ド

量

四

四M

か
_

六
眞
於
て
如
何
に
都
市
,

造
業
は
都
市
精
神
は
寧
ろ
個
人
の
利
益
を
中
心
ど

|
な
か
0
ぉ
か
'ヒ
衰
ぶ
^

或
者
は
此
の
不
潔
：

な

「

新
し
い
空
*」

(ne

名a
t
o
m
o
^
h
e
r
e
)

を「

E
黑

な
，
 

流
れ
や
煙
寒
^
歌

ふ
3-a

p
s
o
d
y
J

に
於
て
讃
豸
す
る
け 

れ
ど
霖
以
畢
鸷
後
得
の
趣
哝
で
あ
づ
て
人
間
の
性
質
は 

X
場
や
燦
爐
の
飾
ち
れ̂

天

蓋

ょ

りも
失
.は
れ
た
虹
を 

慕
^
者
で
あ
る
と
云

クて〗

ゐ
る
。

(

同
四
六
頁
}
斯
か
る 

理
由
か
ら
し
て
都
市
の
生
活
に
は
勞
働
生
活
を
.離
れ
て 

考
へ
て
も
產
業
組
孅
の
厕
迫.を
#-
和

す

る

何

物

も

見

出
 

せ
な
い
。

.都

市

も

街

路

：
も

建

物

も

：空

も

皆

市

民

を

救

ふ
 

事
0
出
來
农
い
光
景
の
.一

部
分
^j

な
つ
て
し
ま
つ
て
ゐ 

H

場
の
內
部
で
も
エ
揚
の
外
で
も
自
分
等
妃
關
係

る

■
.

し
て
行
は
れ
.'^.

其
の
周
塵
に
.は
.資
本
象
：の

賞

愁

に
, »
.ふ 

龃
.雛
な
建
築
家
の
.貪
婪
が
あ
つ
介
，.

『

是
等
の
都
市
«
彼 

等
の
«
業

の

如

ぐ
.^
醜
惡
な
も
の
ど
な
つ
た
。
兩
者
共 

に
其
.の
.醜
惡
は
人
類
が
其
の
中
代
幸
福
ビ
自
己
翁
稞
を‘

,
見
出
す
«-
の
出
.來
ぬ
«
な
仕
.事
，ど
.生
命
の
徵
候
で
あ
り 

:.

#
界
の
美
術
ビ
美
ミ
に
：於
け
る
分
*
を
受
 

< る
權
利
を 

:

:
刹
奪
：さ
れ
た
人
類
の
赂
印
で
あ
る

』

バ
同
四
0

5

.

『

是

等

，の

都

市

は

眺

め

ら

る

、

通

り

の

も

の

で

あ

つ
 

.
 

た
。
是
等
は
.一
定
の
場
所
に
集
め
ら
.れ

れ

民

衆

.
の

大

集
 

圆

の

8
€
^
1

§
3
1
:で

あ

0
た
蓋
し
彼
等
の
指
や
筋
カ
は 

 ̂

此
處
の
水
流
の
邊
に
於
允
彼
處
の
館
猶
兮
ロ
允
於
イ
必
‘

し
た
事
柄
ね
對
し
て
何
等
椴

.能
を
持
つ
て
ゐ
な
い
勞
働

S

ど
0
て

は

都

市

袭
f

の
間
S

何

等

相

違

が

人
f

る
o
:其
|

實
は
今
迄
の
.記
述
|

ャ
|

明 

な
.い
、
中
世
に
眺
め
得
墓
な
都
市
精
神
は
何
處I

か
で
あ
t

o
其
し
て
.ェ
ン
ゲ
.ル
ス
の
云
ふ
.通

ゲ

產
 

■
み
#
や
；ぅ
か
。
か
く
の
如
く
し
て
都
市
は
文
明
やS

:

革
命
が
英
吉
利
無
產
者
階
級
を
生
み
出
し
た
と
す
る
な 

_ 

S

®

^

^

®

M

®

W

^

^

.̂ ■ 

&
ば
.

『

大
都
市
は
勞
簾
動
の
發
生
地
で
あ
る
。
此
處 

.つ
た
感
f

る
。
ニ
ム
モ
ン
.ド
i

 
ニ
.頁)

'.
.
, 

j

に
於
て
勞
働
者
は
先
づ
自
己
のI

を
反
省
し
其
れ
に

::」
：：：：：；”

ィ

ヒ 

I

對
す
る
反
抗
を
始
め
た
。..此
處
K
於
て
無
產
者
階
級
ど 

,

最
近
都
市
改
造
の
叫
ば
：れ
る
聲
は
可
な6
嚣
し
い
然j

.

ブ
ル
ジ
ョ
才
階
^
^
^

.し
旣
に
述
べ
^
樣
に
其
れ
が
た>

「

都
市
の
一
方
面
の
み|

此
處
か
ら
勞
働
組
#V

•ャ
ー
タ
ィ
ズ
ム
及
び
肚
&
主
義
が 

:

:

:
を
美
し
f
飾
る
事
に
終
&
は
し
な
い
か
。
今
迄
述
べ
て1

ぐ;'
■
來

た

樣

な

都

市

の

慘

辔

が

現

在

に

於

.て

は

果

し

て

改

良
 

‘

せ
ら
れ
た
で
あ
ら
ぅ
か
。
是
等
の
都
市
生
活0
弊
辔
が 

:.
'
完
全
に
除
か
れ
る
時
は̂

v
^i
yK
.ス
が
考
へ
て
ゐ
る
樣 

に
社
會
の
根
本
組
織
に
改
猶
が
加
-
へ
ち
れ
る
時
で
は
な 

.

■•
:
か
ら
ぅ
か
。
然
し
其
の
點
は
此
處
で
は
不
問
に
附
し
て 

':
!

お

た

：

)

最
後
に
ろ
ン
グ
^
ヌ
め
言
葉
を
引
用
し
て

パ

ぉ

？

。

.

;'
;

一

『

蒸
汽
機
關
は
製
造
業都

市

の親
で
あ

るI

と

袞

つ

.
た

#
展
し
て
來
れ
の
で
.あ
る』

(

エ
ン

ゲ

ル

スr

一
一
一
頁

) 

と
す
.る
彼
0
言
葉
は
：犯
鴻
を
得
て
ゐ
る
ヒ
思.ふ
。

.
誠
に
ォ
ッv

が
唱
へ
た
樣
に
都
市
間
題
は
大
な
る
雛
. 

關
を
其
の
前
に
控
ヘ
て
ゐ
る
も0
で
ぁ
る
。(

完)

筇
十
五
#

(
I

三
七
七)

阶
訊
前
铍

|:
於
て
マ
ル
ク
ス
の
資
木
論

I:
就

て

一

言

し
?:
關

係
 

.
と
.本

稿
|:
於
て
多

少

問#.
1
1依

ぢ

な

け

ゎ

は

^

ら

な

い

答
で
あ
る 

が

遂
U

手

が

趟

は

ら

な

か

つ
^
.爲
^

此

：の.方
.面

な

除

い

てI
丰
つ 

ゎ

、

深

く

之V
謝
L

て
お
く
。

然

し

十

九

价

紀
I

の

都

市

生

活 

か
觀
察
マ
る
に.は
他
方
初
期
へ
丄
勘
制
度
の
粗
織
殊
に

H
#

勞
働

卷 

の
生
活
を
觀
察t
る
必
袈
が'ぁ
る
：筆

莕^-
令

其
0
激

^

^

有
し
て

錄

•

十
汍
世
紀
の
.
初
期
に
於
け
る
英
國
都
市
生
活
の

一

面 

第

十

诚

ニ

七



$

五

饴

a

三
七
八

y. 

_

錄

經

濟

史

硏

究

に

.就
い
て

'ゐ
を
が
敌|:
マ
タ
ク
ス
に
就
て
は
其
の
機
會
に
讓
り
れ
い
ミ
思 

ふ
。
大
JE
十
雄
九
月
十1

日
输
了 

■

:

經
濟
史
研
究
に
就
い
て

(

四) 

野

村

擎

±

11
5

九

唯
物
史
舰
に
就
い
て
論
あ
る
に
當
づ
て
、
先
づ
シ
ュ
タ 

ム
ラ
ー

の
論

文「

唯
物
史
觀
し
を
紹
介
す
る
こ̂

は
必 

中
し
も
無
用
な
こ
^
で
は
'ぁ
る
ま
い
^
思
ふ
。3

シ
ユ
タ 

A
ラ
|
は
最
初
代
先
づ
此
0
學
說
の
大
要
を
說
明
し
て 

居
る
,0
.

「

1
"人
類
社
會
の
基
礎
。
：歷
史
の
唯
物
的
觀
察
は
次

ぎ
め
如
き
命
題
か
ら
出
發
ず
る
::
0
即

.t
,
生
產
及
び
生
產

R
次
い
で
其
の
生
產
物
の
交
換
ビ
が
す

ベ

て

：
の
»

#

秩

序
の
根
本
で
ぁ
ぶ
ビ云
^
こ
と
。

〗

«
史
的
紀
進
涉
す
る

谷
社
會
に
於
い
て
、
生
產
物
の
分
，配
及
び
そ
れ
と
共
に 

階
級
若
し
{

は
階
段
に
'於

货

：
る
；
社

會

組

織

は

：
何

を

；
生

產

«

®
す
る
ば

6
ば
、
必
然
直
ち
R

問
題
'̂

し
な
る
il
::會
の 

規
定
さ
れ
だ
る

形
式
は
變
化
を
生
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

ぃ
ぃ
？

，
：.'
:
:

:

.

:

_

『

 

■
ン

「

此
の
點
か
..ら
唯
㈱
史
觀
は
人
類
の
歴
史
.に
於
い
て 

制
寒nr

れ
：る
社
會
生
活
の
合
法
性
を
生
する
。

そ

れ

と
 

共
に
常
ド
發
展
史
的
見
地
が
把
持
さ
れ
るU
社
會
的
秧 

.序
の
經
濟
的
土
嶽
は
決
し
て
一
定
不
動
の
狀
態
ご
し
て 

理
解
さ
れ
な
い
。
却
つ
て
絕
ぇ
ざ
る
流
に
於
い
て
理
解 

さ

れ

る

j
是
等
の
運
動
は
自
然
科
學
的
方
法.に

於

，
い
て 

追
求
3
れ
認
め
ら
れ
る
。
，同
樣
に.ー
般
：に
社
會
變
化
の 

必
然
的
經
過
を
生
じ
、
.又
同
じ
ぐ
麼
史
的
觀
察
化
於
い 

て
も
乂
近
き
將
來
の
考
察
祀
於
い
て
も
社
會
經
濟
的
發 

羅

の

確

實

な

る

傾

向

を

豫

想

す

る

や

ぅ

に

”
な

る

。
 

「

故
に
社
會
生
活
に
於
わ
孓
經
濟
現
象
は
外
的
現
象
に 

適
應
す
る
。

社
會
經
濟
的
現
象
は
&
會
的
唯
物
主
義
に 

從

：
へ
：
ば

自

然

的

形

成

物

.で
ぁ
る
：。
是
等
は
被
生
し
動
き 

Ja
.
.

っ
■變
化
し
沒
落
す
so 

I

r

l

$

3L
卷

へ(

1
三

七
九
>

、
 

' 

第
十
號 

一j

八

し
、
如
何
に
生
產
し
、
又
'產
物
幺
如
何
に
分
配
す
る
か 

ど
云
ふ
こ
e
に
適
應
す
る
こ
ど
か
ら
出
發
す
るo 

「

人
類
は
是
に
依
れ
ば
社
會
的
本
能
を
有
す
る
生
物 

で
あ
る
。
其
の
同
類
？
永
續
的
社
交
性
に
動
か
ぶ
れ
る 

衝
動
を
具
へ
て
居
る
。i

此
の
社
會
的
術
動
R
從
ふ 

こ
$
は
更
に
生
存
競
#

^
適
應
す
る

乙S
に
な
る
。

:
「

故
に
す
ベ
て
の
社
會
觀
察
は
終
周
に
於
い
て
社
會 

經
濟
の
種
類
に
這
入
る
。
人
，類
の
す
べ
て
の
社
#
的
存 

在
の
定
れ
る
根
牴
は
彼
等
の
生
活
の
一
般
的
生
産
で
あ 

る
、
す
ベ
て
の
社
看
的
變
化
の
最
後
の
原
因
は
其
の
.時 

代
の
經
濟
の
中
比
求
め&
れ
る
。

「
就
中
あ
る
國
民
の
法
律
は
、
此
の
學
說R
從
へ
ば
經 

濟
的
關
係
の
特
殊
に
依
つ
て
條
件
づ
け
ら
れ
る
。
そ

れ
i
 

:

は
社
會
經
濟
的
生
產
方
法
に
依
存
す
る
。
社
會
的
經
濟 

は
實
際
的
現
實
の
社
會
生
活
で
あ
り
、X
法
律
的
及
び 

政
治
的
上
層
構
造
を
築
上
げ
る
根
抵
を
形
成
す
る
。
若 

,1
>
4此
.
0社

會

.«
濟
の
根
.柢
が
满
め
«
類
を
本
質
的
に

研

究

す

べ

き

過

程

で

が

る

。

全

體

^
.於
：
ぃ.て
是
等.は

^

類
の
社
會
存
在
の
資
料
で*;
.る
。
人
類
の
生
活
ビ
經
過

.
.
V

に
.
.於
い
て
是
は
其
0
運

動

を

說

明

す

る

。

故

^
社

龠
 

生
活
の
科
學
的
觀
察
は
結
局̂

於S

て

常

^

經

濟

的

現
 

I

象
の
合
法
的
研
究
に
歸
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「

ニ
、

經
濟
的
關
係
の
反
射
.ど
し
て
の
社
龠
觀
念,

\

吝
人
は
恰
も
»
會
的
唯
物
主
.
_が
社
會
發
厫
の
重
#
な 

る
起
源
ミ
し
て
獨
占
的
に

『

物
質
的』

動M

を
採
り
、
之
'
 

\

に
反
し
て
現
想
的
要
因
が
人
類
の
歷
史0
過

，
程

に

於

い
..
 

\

て
最
大
' の
利
害
及
び
有
力
な
：る
作
用
れ
るz
S
を
.否
認 

若
し
く
は
看
過
す
る
か
の
如
ぎ
迷
誤
比
屢
々
出
會
す 

る
。
是
は
：1

0根
據
な
き
臆
：說
で
ぁ
る
。

一

「

唯
物
史
_
'は
廣
義
は
於
け
る『

觀
念』

の
從
ふ
ベ
き
#

:

義
を
認：

め
な
い
の
で
は
：な
い
。
人
類0
表
象
及
び
努
カ
.
 

■に
於
い
て
1

的
目
的
の
現
出
を
否
認
す
る
も0.
1?
も 

な
1

又
：斯
く
の
如
き
觀
念
が
屢
々
歷
史
的
に
現
在
の 

す
，ベ.：て
.自
然
科
學
的
、に.

法
律
_
化

に

：對

し

て

童

樂

の

：
理

由

.で

ぁ

り

、

又

常

に

：
理

'
 

雜：
錄.■

經

費

硏

究U銃

い

て. 

着：

，
第十騁九
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